令和８年２月１７日
プール開放アンケート結果のご報告

1. プール開放事業の継続希望
· 継続を希望する: 68人
· 継続を希望しない: 19人
⇒多くの方々がプール開放の継続を希望されていることが分かりました。

2. 継続希望の理由
· 子供たちの楽しみ: 多くの回答者が、子供たちがプール開放を楽しみにしていると述べています。特に、夏休みの楽しみとして重要視されています。
· 地域のニーズ: 近隣にプールがないため、学校でのプール開放が重要であるとの意見が多く寄せられました。
· 水泳力の向上: 学校の授業水泳が減少している中で、子供たちに水泳を楽しむ機会を提供する必要性が指摘されました。
· 地域交流の場: プール開放が地域住民同士の交流の場となり、地域のスポーツクラブの運営費用の補助にもなっているとの意見もありました。

3. プール開放事業の課題
· 運営側の人手不足: 監視員や受付のなり手が不足しているとの回答があり、運営管理面での不安が指摘されました。
· 健康管理の不安: 猛暑による健康管理の不安が多く、特に熱中症対策が重要視されています。
· 学校の関与の減少: 学校の関与が減り、運営側の負担が増加しているとの意見もありました。

4. 無料チケット配布事業への賛否
· 賛成: 49人
· どちらともいえない: 30人
· 反対: 8人
⇒無料チケット配布事業については賛否が分かれました。

5. 無料チケット配布の実施方法
· 現行のプール開放事業を継続しながら無料チケット配布事業も行う: 46人
· 地区ごとに選択制で行う: 21人
· 無料チケット配布事業のみを行う: 8人
· 無料チケット配布事業は必要でない: 12人

6. その他の意見
· 安全管理の重要性: 監視員の質や安全管理体制に対する不安が多く、特に熱中症対策や水質管理の重要性が強調されました。
· 地域のニーズに応じた柔軟な対応: 地域によって事情が異なるため、選択肢を増やすことが望ましいとの意見がありました。

7. 結論
全体として、プール開放事業の継続を希望する声が多く、子供たちの楽しみや地域のニーズに応える重要な事業であることが確認されました。一方で、運営面での課題や安全管理の重要性が指摘されており、今後の改善が求められています。無料チケット配布事業については賛否が分かれ、地域の実情に応じた柔軟な対応が必要とされています。
今後とも、地域の皆様のご意見を大切にしながら、より良いプール開放事業を目指してまいります。引き続きご協力のほど、よろしくお願いいたします。

